
科学を創る・会社を興す
河田　聡
大阪大学教授・理化学研究所主任研究員
ナノフォトン（株）取締役会長

０．世界不況。派遣・失業のすすめ 
１．理工系離れはいいことだ
２．異端妄説・民主主義の暴政・平均寿命はなぜ伸びたのか
３．科学者は文学者である・万有引力は文学である
４．科学を創るということ・ノーベル賞の終焉
５．哲学は死んだのか・印度哲学
６．軍需が科学を進化させる
７．会社を興す理由・ナノフォトンの例
８．Only the Paranoid Survive
９．科学者維新塾・開講
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世界不況
派遣・失業のすすめ
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1966年
別冊文藝春秋
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維新の予感
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理工系離れをどう考えるか？
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異端妄説
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学者宜しく世論の喧しきを憚らず、異端妄説の譏りを恐る
ることなく、勇を振ひて我が思ふ所の説を吐く可し。

明治6年(1873)
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「議会制民主主義は納得できん」
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「議会制民主主義は納得できん」
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民主主義の暴政
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「この人民ありてこの政治あるなり」

明治９年 (1876)
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ツバル
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平均寿命はなぜ伸びたのか？
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科学者は文学者である
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科学を創るということ
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ナノテクノロジーは、教授が学生に負ける学問。
２０年の歴史。

科学を創るということは物語を書くこと
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河田　聡、赤血球より小さな牛、ネーチャー2001
ギネスブック2004；米国中学の教科書
波長より小さなものが見える・描ける＝教科書の否定

科学を創るということは絵を描くこと
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人と違う自分の絵を描く

学問の壁を壊す：創造的破壊
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ノーベル賞の終焉

21Sunday, January 25, 2009

最近のノーベル賞（物理学・化学）

1995 オゾン層の破壊（レーザー分光）
1996 フラーレン（レーザー照射） 
1997 レーザー冷却
1999 フェムト秒レーザー化学
2000 半導体レーザー
2001 ボーズアインシュタイン凝縮
2002　ニュートリノ（ＰＭＴ）
2002 ＊蛋白の同定（レーザーアブレーション）
2005   量子光学
2008   緑色蛍光蛋白質
フォトニクスは最先端の物理・化学・生物学に貢献
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23
下村脩博士
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25

イクオリン（化学発光蛋白）
GFP（蛍光発光蛋白）
　●海洋生物学
　●ノーベル賞化学賞
蛍光色素
半導体量子ドット
共焦点顕微鏡
　●レーザー物理学
　●非線形分光学
フェムト秒近赤外レーザー
CCD・ガルバノミラー
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Inter...    interstate, international, intercultural（中間・相互）
際

学問の壁を壊す：創造的破壊
　　　　　（イノベーション） 生物学

機械工学
物理学 化学

エレクトロニクス
数学

医学

情報学
学際研究
interdisciplinarity

いまわの際・別れ際・死に際・窓際族・際物・金輪際
境界領域・先端領域・異分野交流→Advanced, Frontier、Multi-

Mode 2
Transdisciplinarity

Michael Gobbons’s 

mode 2
ナノテクノロジー
フォトニクス
複雑系

21世紀のモード
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印度哲学？
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「バイオ研究の大半は無思慮で軽薄である」「管理不可能である」
「科学史において飛び抜けて深刻な倫理問題」
原爆と原子力発電と鉄腕アトム
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科学はコンセンサスでない。
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軍需と科学
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F35

レクサス
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携帯電話・ＣＣＤカメラ・インターネット
は

軍需研究
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ベンチャーを興す理由
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経営
↓
開発
↓
製造
↓
営業
↓

消費者

他社 標準化 他社

日本式の古い企業・古い大学・古い産学連携
 I We, Me

Apple Nintendo

＝Wii, MiiPHONE
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日経：8/6/07「経営の視点」編集委員・西條郁夫氏

「我々が戦う相手はソニーやマイクロソフトなどのライバルで
はなく、消費者の『無関心』だ」と任天堂の岩田社長が述べた
ことがある。その答えがカラダを動かして操作する「ウィー」
であり、幅広い年齢層に支持された「能を鍛える大人のＤＳト
レーニング」のようなソフトだった。
　　　　　　　　　　　　（中略）
任天堂は「ゲームの本質」に関して他社にない鋭い感覚が根付
いているのかもしれない。任天堂に似た企業を世界で探すな
ら、米アップルだろう。同社の携帯音楽プレーヤー「ｉＰＯ
Ｄ」も特別な部品や技術を使わず、利用者に新たな「楽しみ」
を提供した。ファブレスやソフト重視の点でも両者の共通項は
多い。
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結論
多角経営・他品種販売はパワーが分散される

専業はリスクがある

大量生産（薄利多売）は後進国ビジネス
一台売って儲けるビジネスはリスクがある

経営と顧客との距離が重要
！

ベンチャービジネス

ナノフォトンの挑戦
売上げが１０億円以下
少ない社員で山分け

ライバルがいない（技術力）
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ナノフォトン株式会社
2003年 2月設立
資本金：４千５百万円
売上：１．５億円（０８年度）
社員：５＋５人
製造業（最先端ナノ計測機器）
ルイヴィトン・ＢＭＷ
敵無し・信用無し・客無し
ファブレス・代理店方式

投資を受けず助成を受けず
阪大と関係を持たない
独立自尊・ 自己責任と自由。

朝日新聞03年1月24日第１面
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ナノフォトン（株）
阪大発ベンチャー（2003年2月登記）、資本金４.５千万。
社員・役員＝１０人（うち博士５人）、年商１.５億(08年度）。
製造業（１台３-８千万）、最先端ナノ計測装置、ファブレス。

朝日放送ニュース2/5/03
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中小企業庁長官賞・受賞

細胞内生命機能の画像追跡
創薬開発支援

半導体デバイスの開発支援
ポリマー・セラミックス・
半導体等材料デバイス評価
ナノカーボン材料の開発支援

ナノフォトン株式会社
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Taisuke Ota, Chief Scientist of Nanophoton, assembling Raman 11

Raman 11

http://www.nanophoton.jp
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朝日新聞2005年9月3日夕刊（東京）
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Entrepreneurship

Vantage Point

Only the Paranoid Survive
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緒方洪庵の適塾
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NHK毎週土曜７時半
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1969-71年
朝日新聞夕刊
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